
先端技術の活用による
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

～デジタル授業研究システム構築活用事業～

第41回：大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム

令和３年１０月８日（金）

広島県安芸太田町教育委員会
主幹 免田 久美子



「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて

・「主体的・対話的で深い学び」⇒資質・能力育成の柱

・しかし、実現は難しい。

・授業者同士の「主体的・対話的で深い学び＝授業研究」
が必要。

２



広島県安芸太田町
人口 6,004人 （令和3年1月31日現在）

面積 341.89平方キロメートル

学校数 6校（小学校4校 中学校2校） （令和2年5月1日現在）

児童生徒数 305人（小学校211人 中学校94人) （令和2年5月1日現在）

教職員数 70人（小学校41人 中学校29人）（常勤のみ 令和2年5月1日現在）

⚫若手教員の指導を校内だけで行うことが難しい。

⚫学校間での連携（移動含む）の時間的負荷も大きい。

３



安芸太田町のこれまでの取組

⚫H22からCoREF
※ 
、全国の教育委員会等と連携

⚫「知識構成型ジグソー法」を活用した協調学習
（対話を通じて理解を深める学び）の実践研究

⚫授業中の思考や対話の見とりに基づく授業研究に注力

⚫上記のような経緯を教育委員会、学校で共有

※一般社団法人教育環境デザイン研究所CoREFプロジェクト推進部門を中心とした大学・研究所・企業等

４



R2第11回「４月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム」
飯窪先生（当時：東京大学 高大接続研究開発センター 特任助教）・免田の報告から



メイン課題

グループA：
上の図の中に
合同な三角形の
組み合わせは？

グループB：
見た目は異なるが
同じ面積の図形

グループC：

面積が求められるのは
？

②①

③

4cm

10cm

①「最初に個人で考えてみて

②課題解決のヒントになる視点
を別々の班に分かれて学習

R2第11回「４月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム」
飯窪先生（当時：東京大学 高大接続研究開発センター 特任助教）・免田の報告から



メイン課題

グループA：
上の図の中に
合同な三角形の
組み合わせは？

グループB：
見た目は異なるが
同じ面積の図形

グループC：

面積が求められるのは
？

②①

③

4cm

10cm

④各班の考えを全体で交流し、
見直し深める

⑤最後にもう一度個人で課題
に対する考えを整理

③持ち寄った視点を交流、
活用して班で課題解決

R2第11回「４月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム」
飯窪先生（当時：東京大学 高大接続研究開発センター 特任助教）・免田の報告から



学瞰システム
（授業モニタリングシステム）

による対話の可視化

＊Do

オンライン/オンデマンド
での授業研究

＊Check

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のために

学譜システム
(授業研究ビッグデータ活用システム)

を活用した授業づくり

＊Plan/Action

授業デザイン
仮説の見直し

学習過程の
見取り

実践

デザイン

・授業づくりに過去の教材を参照しつつ、
校内外の先生・研究者と議論したい

・授業後は見取った事実
の協議を通して、

子どもの学びの「なぜ」

やストーリーに迫りたい

・授業中の
つぶやきも含め、

子どもの学びを

みんなで見とりたい

５



A先生 ４年 算数科「概数」

８年の前の他校の実践
ねらいには達せず

「数直線の活用が効果的」

過去実践の振り返りの共有

数直線を資料

に組み込もう

メーリングリストに最初の投稿
６

学譜システム
(授業研究ビッグデータ活用システム)

を活用した授業づくり

＊ Plan/Action
授業デザインづくり

【課題】
四捨五入、切り上げ、切捨ての3つ
の考え方のうち、特定の場面でどの
考え方を使うか、なぜかを考える



対応する
添付ファイル

内容が似て
いるトピック

教材修正の
軌跡が辿れる

やりとりの
軌跡が辿れる

メーリングリスト
への投稿内容

７

学譜システム
(授業研究ビッグデータ活用システム)

を活用した授業づくり

＊ Plan/Action
授業デザインづくりA先生 ４年 算数科「概数」



⚫ スクール形式でZOOM
を使ってグループ協議

⚫ 参観者は別室or遠隔で
ZOOM経由参観

おかしを買います。だいたいいくらにな
るかな？
「四捨五入」で見積もる方法が一番いい
と思うのだけど・・・

➢多くのグループが正しい方法を選ぶことができた
➢しかし、本時の終了時点で、理由について十分な説明ができる子どもは少なかった

８

A先生 ４年 算数科「概数」
学瞰システム

（授業モニタリングシステム）

による対話の可視化

＊ Do
授業実践



子ども達がZOOMの画面共有の機能を使って、書き込みながら説明 ９

A先生 ４年 算数科「概数」
学瞰システム

（授業モニタリングシステム）

による対話の可視化

＊ Do
授業実践



それぞれの参観者がZOOMの画面を通して見取った子どもの
つぶやきや対話の具体的な事実をもとに，協議が進んでいった。

10

対面と遠隔（オンライン）を組み合わせた事後協議

A先生 ４年 算数科「概数」 オンライン/オンデマンド
での授業研究

＊ Check
学習過程の見取り

「子ども達は、資料中に考えるヒントとして記載されていた数直線を使わずに
（その存在に気付かずに）、ただ表の穴埋めや問いの答えを考える様子だった。」

例）



➢子どもの思考の流れに着目した見取りが可能に
➢聞こえない発話の推測、解釈、事前の対話に戻って
の確認が生起した

子どもの発話を
即時に文字化

12

オンライン/オンデマンド
での授業研究

＊ Check
学習過程の見取りA先生 ４年 算数科「概数」

学瞰システム（授業モニタリングシステム）を活用した事後協議



子ども達がもっと
使える図に変更

➢ 想定したねらいの
達成！！

➢ 結果を学譜システム
（ML）上でフィード
バック・共有

13

学譜システム
(授業研究ビッグデータ活用システム)

を活用した授業づくり

＊ Plan/Action
授業デザインづくりB先生 ４年 算数科「概数」



K小学校T小学校

T小学校

A中学校

K小学校

K中学校

B先生onZoom
4年「倍の見方」

A先生on対面
4年「倍の見方」

A先生onZoom
4年「概数」

B先生対面
4年「概数」

16

実践者と参観者が役割交代しながら、取り組むことで、

コミュニティ全体で学びを見つめ直し、発見をみんなで共有



17

単元マップの活用

先端技術も使って、多様な子どもの学びの過程について
多様な大人がチームとして学び合えるように

15


